
■ 13 の用途地域と主な建築制限

地区地域の種別 設定目的と対象地域

形態制限 主な用途制限
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12m 1.25 － 5m

/1.25

○ ○ ○ △ × △ ×

第二種低層
住居専用地
域

主として低層住宅に係る良
好な住居の環境を保護する
ために定める地域
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良好な住居の環境を保護す
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第二種住居
地域

主として住居の環境を保護
するため定める地域 － － 20m/1.25

31m/2.5 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

準住居地域 道路の沿道としての地域の
特性にふさわしい業務の利
便の増進を図りつつ、これ
と調和した住居の環境を保
護するため定める地域
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20m/1.25
31m/2.5 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

田園住居地
域

農業の利便の推進を図りつ
つ、これと調和した低層住
宅に係る良好な住居の環境
を保護するため定める地域
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近隣商業地
域

近隣の住宅地の住民に対す
る日用品の供給を行うこと
を主たる内容とする商業そ
の他の業務の利便を増進す
るため定める地域

－ －

1.5 31m/2.5
適用除外

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

商業地域 主として商業その他の業務
の利便を増進するため定め
る地域

－ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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系
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準工業地域 主として環境の悪化をもたら
すおそれのない工業の利便を
増進するため定める地域

－ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工業地域 主として工業の利便を増進
するため定める地域 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

工業専用地
域

工業の利便を増進するため
定める地域 － － － × × ○ × ○ × △

○…建てられるもの
数階や積面床がるれらて建 …△

が制限されているもの
×…建てられないもの

第2種低層住専地域700m 2

敷地面積の過半を占める
第2種低層住専地域の規制を受ける

近商地域300m2

敷地が 2以上の地域にまた
がる場合には過半以上の属
する区域の規制を受ける。

敷地が 3以上の地域にまたがる場合で、敷地の過半を占
める地域がない場合は、法の趣旨に照らして判断される。
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用途地域

❶ 隣近、域地用専居住層低種一第、はに域地途用 
商業地域、準工業地域など、13 種類ある

❷ 住宅は工業専用地域では建築不可
❸ 敷地が２以上の地域にまたがる場合には、過半
以上の属する区域の規制を受ける
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内容更新のお知らせ 『世界で一番やさしい建築実務』の26、27頁につきまして、平成30年の法改正に伴い、内容を更新いたしましたので下記に掲載させていただきます。
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